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論 文 内 容 要 旨
緒 言
世界的な米の需要量は年率L6%(1992・2020年)で 増加すると予測 されてお り、





性を解析 した研究はこれまでも報告 されている。 しか し、東北地域において、20世 紀
全般にわたって育成 された品種を対象に、その収量性 の変遷 とそれに寄与 した生理学




第1章 生育 特性 の変遷
1893年 か ら1991年 まで に育成 され た新 旧10品 種(亀 の尾、 陸羽132号 、藤坂5
号 、ササ シグ レお よび フジ ミノリを古い 品種、 ササニ シキ、 レイ メイ、 トヨニシ キ、
アキ ヒカ リお よびひ とめぼれ を新 しい品種 とす る)を 用い(第1表)、2水 準 の窒素施
肥 量 と3つ の環境条件下(2001年 仙 台、2002年 仙 台、2002年 鹿 島台)で 栽 培 し、生
第1表 供試品種と育成年度 .




































育様相 を調査 した。そ の結果、 窒素施肥 量 にかかわ らず古 い品種 は草丈が高 く、窒素
多肥 により草丈が伸び、生育期間が延長 された。茎数、葉齢 および葉色 も多肥 により増加
した。 さらに、ササニシキお よび亀の尾の2品 種を用い窒素施肥量を多肥 ・中肥 ・少肥の
3段 階を設定してポ ッ トで土耕栽培 し、生育 と分げつの差異を比較 した。両品種を比較す
ると、施肥量 による主茎の葉齢差 は小 さいが、分げっの数お よび葉齢 に差が生 じた。多肥
区お よび 中肥区において、両品種の有効茎数 の差は主に3次 お よび4次 分げつの高位全げ
つによ り生 じた。両品種 ともに分 げつ位 が高いほど同伸葉 、同伸分 げつ理論よ り分げっ葉
の抽 出速度が大きい傾 向がみ られ た。また、両品種間においては、2次 、・3次分 げっで葉






































第2図 収 穫 指 数 と玄 米 収 量 の関 係
**:1%水 準 で有 意 を示 す 。
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な相関がみ られた(第2図)。 育成年次に伴 う収量性向上は1960年 代までは明瞭であ
ったが、それ以降は停滞の傾向がみられた。また、新 しい品種は古い品種に比べ、籾
藁比および収穫指数が高くな り、多肥による収量増加の割合が大きかった。












































































第3章 ソー ス能 の変遷
仙台にお ける2か 年(2001年 お よび2002年)の 材料 を用い、出穂期 の葉 面積指数
(LAI)と 出穂1週 間お よび3週 間後 の葉 の光合成 速度 を測 定 した。 その結果 、2か
年 ともに、:LAI・は多肥条 件下では新 しい品種で大 きい傾 向がみ られた(第4図)。 止i葉
の光合成速度 は品種 、生育時期 にかかわ らず、少肥 区 よ り多肥 区で大 きかった。また、
光合成速度 の品種 間差 は出穂1週 間後 では小 さかったが、 出穂3週 間後 にお いてその
差 は拡大 し、新 しい品種 で高 い傾 向がみ られた(第5図)。 出穂3週 間後 にお いて、多
収品種群 は多肥 に よ り葉身 窒素含 有率 は高 く維持 され、光合成速 度 も同様 に高 く維持



















































































窒 素 含 量(mg/g)




,た(第6図)。1960年 代以後 の品種の中では、ア キ ヒカ リは上述 のよ うな多肥多収性
の特性が特に強化 された品種 とみなす こ とがでぎた。 また、登熟期 の光合成速度 は気
孔伝 導度 にも影 響 され ることが示唆 され た。
アキ ヒカ リお よび陸羽132号 の止葉(L・1)と 止葉 の2枚 下(:L・3)に っいて、出穂
期か ら光合成速度 を経時的に測 定 した結果 、L・1に つ いて は、出穂期 では両品種 の差
異 はなか ったが、出穂7日 以降 はア キヒカ リが陸羽132号 を上回 る傾 向がみ られた。
L・3で は測定期間を通 じて、ア キヒカ リが陸羽132号 を上回 る傾 向がみ られた(第7
図)。
ソース ・シ ンク比であ る穎花数 当 り葉面積 は、新 しい 品種 は多肥条件下で大 きく、
ソース ・シンク比が改良 されてい る傾向






























































嬢第7図 アキヒカリおよび陸羽132号 の葉 の光合
成速度の推移(2001年)
L-1は 止葉、L-3は 止葉 の下2葉 目を示す。 第8図 ソース・シンク比(穎 花数 当り葉 面積)
縦棒は標準誤差を示す 。 葉面積 は出穂期の値を用いた。
欝欝繋寧
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第4章 シ ンク形 成 能 の変遷
仙 台にお け る2001年 お よび2002年 の材 料 を用い、穎 果 の肥 大過程や シンク ・ソー
ス比 などの指標 を用 い、 シンク形成能 について比較検 討 した。いずれの 品種において
も強勢穎果 の肥大速度 は弱勢穎果 に比べ大 きかった。 また、強勢穎果の肥大速度 は開

































































































の良否 に制御 され るこ とが示唆 された
(第2表)。
シンク形成能 を葉面積当 り穎花数で評








◆ 亀 の尾 ◇ ササ ニシキ
■ 陸羽132号 ロ レイ メイ
▲ 藤坂5号 ム トヨニ シキ
● ササ シグレ ○ アキ ヒカ リ
















*、**、 それ ぞれ5%、1%水 準 で有意 を示す 。
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された品種は、食味を重視 したものが多 く1こ のよ うな品種はそれ以前に育成 された
品種に比べ、多肥 による穎花数の増加 を葉面積の増加に比べ相対的に抑制 し、登熟歩
合 を高く維持す る特性を持っていた。
ま とめ
過去約100年 間に東北地域で育成された主要品種の収量性 と関連形質の変遷 を解析
した。各年代に広 く普 及 した10品 種を供試 し、2水 準の窒素施肥量(少肥、多肥)を与
え、3つ の環境条件(仙台2001年 、仙台2002年 、鹿 島台2002年)で 栽培 した。収量は
すべての品種で多肥により増加 したが、それは新 しい品種群で顕著であった。しか し、
亀の尾か らフジミノリまで(1960年 代まで)は育成年次に伴 う収量性の向上が顕著に認
められたが、それ以降の育成品種では収量の停滞傾向が認 められた。供試10品 種の止
葉の光合成速度は、出穂期から1週 後では品種間差は小 さく、3週 後において品種間
差 と施肥量による差が拡大 した。.光合成速度と葉の窒素含有率の相関は、出穂1週 後
においては両施舳区とも認められず、出穂3週 後の多肥区でのみ正の相関関係がみ ら
れた。多肥による穎花数増加は、古い品種群では登熟歩合の顕著な低下を招いたのに
対 し、新 しい品種群では70%以 上に維持された。葉面積当 り穎花数の比は古い品種に
比べ新 しい品種では向上がみられなかった。これ らの結果 より、東北地方の主要品種
の収量性向上には、光合成能(葉面積拡大能 と個葉光合成能)向上に伴 う登熟歩合の向上
が寄与 した と推察 された(第10図)。
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論 文 審 査 結 果 要 旨
世界的な米の需要は今後20年 間,年 率1.6%で 伸びると予測されてお り,こ れに見合 う増産が求め
られている。しか し,栽 培面積の伸びは期待できないことか ら,増 産の大部分は単収の向上に依存 し
なければならない。イネの単収同上には,品 種の収量性の遺伝的改良が大きく寄与してきた。既存品
種を対象 として,品 種の収量性の評価 と収:量性に寄与した形質を解析 した研究はこれまでも報告さ.れ
ている。 しか し,東 北地域において,20世 紀全般にわたって育成された品種を対象に,そ の収量性の
変遷 とそれに寄与 した生理学的な形質について体系的に解析 した報告は無い。本研究は,20世 紀に東
北地域で栽培 された主要品種の収量性の変遷を検証す るとともに,収 量性に関与する形質 として,生
育特性,収 量構成要素,ソ ース能およびシンク形成能に着 目して解析 したものである。
収量および収量構成要素を解析 した結果,収 量はいずれの環境条件においても多肥により増加 し,
収量は全重よりも収穫指数 と密接な相関がみ られた。育成年次にともなう収量性向上は1960年 代育
成の品種までは明瞭であったが,そ れ以降の品種では停滞の傾 向がみ られた。また,多 肥による増収
割合は1960年 代以降に育成 された新 しい品種群で大きかった。㎡当 り穎果数は多肥により増加 したが,
新旧品種間における差異は明瞭ではなかった。登熟歩合はいずれの品種においても多肥によ り低下し
たが,新 しい品種群で低下の程度が小さかった。これ らの結果は,多 肥条件での新 しい品種群の収量
増加は,高 い登熟歩合に依存していることを示す ものであった。
次にソース能の指標 として,葉 面積指数(LAI)と 個葉の光合成速度が検討 された。LAIは 多肥条
件では新 しい品種群で大きい傾向が認められた。一方,止 葉の光合成速度の品種間差は出穂1週 間後
では小さかったが,出 穂3週 間後ではその差は拡大 し,新 しい品種群で高い傾向が認められた。出穂
3週 間後において,多 収品種群は多肥により葉身窒素含有率が高く維持 され,光 合成速度も高 く維持
されてお り,ソ ース能の高さがこれ らの品種の多収性の1要 因であることを解明した。 ソース ・シン
ク比の指標 として穎果数当 りの葉面積 を比較 した結果,育 成年次の新 しい品種はこの比が改良されて
お り,シ ンクサイズよりもソース能が改良されたことを裏付けるものであった。
シンクの形成能については,弱 勢穎果 と強勢穎果の肥大速度 を解析 した。強勢穎果の肥大速度は開
花後9～12日 で最大になる品種が多いのに対 し,弱 勢穎果の肥大速度は登熟後半で増加する品種が
多 く見 られた。多収品種群は穎果の最終重に対する弱勢穎果の割合が高い傾向が認められた。また,
登熟歩合は弱勢穎果の肥大の良否に強 く影響 されていることが示唆 された1960年 代以降に育成され




よって審査員一同は,本 研究が博士(農 学)を 授与するに値するものと判断した。
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